






















1.血糖の自己測定と目標とする血糖値 

長期予後をよくするためには血糖の自己測定は不可欠である。家庭での自己血糖測定を 1

日に何回,どの時点で行うべきかは,インスリン投与法,患児の年齢,病状の安定度,感染な

どの非日常的変化の有無などによって異なってくるし,また患児および家族の生活様式や

協力度によっても異なってくる。厳密なマントロールを求めるほど 1日の測定回数は増え

ざるをえないが,理想としては3食前,就床時夜食前,深夜(0時と2～4AM)の6時点の測定が

求められる。さらに週に 1回あるいは月に 1回は,これに各食後2時間を加えた 9時点行え

ばよりよいであろう。 

もし,より現実的な方法として 1日に 3回測定するとすれば,朝食前,夕食前,就床時夜食前

の時点を選ぶべきであり,1日に2回の測定であれば,朝食前,夕食あるいは就床時夜食前の

2時点を選ぶべきである。1日に 1回の測定では朝食前を選択する。 

しかし,病状が安定し,患児の生活条件から毎日の測定が不可能な状況下では,週 1 日ある

いは月 1日の 6～9時点測定で,がまんせざるをえないであろう。 

いずれにしても,毎日 6時点以上の自己血糖測定を行いえない場合には,従来から行われて

きた尿糖定性(試験紙法)を併用しなければならない。 

目標とする各時点の血糖値(全血試験紙法)の理想域と許容域は表一 1-1に示した。なるべ

くこの範囲内に血糖値がおさまるように努力すべきであるが,実際にはなかなか困難であ

るので,これはあくまで一つのガイドラインにすぎない。 


